
八戸市新学校給食センター整備基本計画 素案に係るパブリックコメント結果

1 実施期間 令和6年12月2日(月)～令和6年12月25日(月)

2 意見提出件数 1件8項目

3 意見の概要及び市の考え方 下記のとおり

意見の概要 市の考え方

1 ・事業実施にあたっては、交通安全を徹底すること。
・新センター整備事業、また開業後においても、関係車両また関係者の
交通安全を徹底してまいります。

2
・事業実施にあたっては、環境美化に努めること。
・空缶、ペットボトル、ゴミ等の投棄やゴミ箱への持ち込み等はしないこ
と。

・新センター整備中、また開業後においても、給食センターからの廃棄
物等が周囲を汚さないよう努めます。

3
・（美保野小中学校跡地の）緑地の維持をお願いしたい。
・近隣の小学生が課外授業で遠足に来ますので、また他の学校の視察
等の為、小公園みたいなものを作ってほしい。

・整備予定地は、給食センター整備に必要最小限の広さを確保する予
定で、それ以外の旧学校敷地内の緑地（校庭周辺の里山等）は、基本
的にはそのまま残す予定です。
・小公園の設置については、意見書の来訪者を想定した場合に、新た
に整備するのではなく、整備予定地以外のそのまま残される緑地にお
いて、対応できるものと考えています。

4
＜類似の意見であるため４と５はまとめて回答＞
・町内及び各事業者とのコミュニケーションの窓口を設けていただきた
い。工場との感じではなく、公共機関的な感じが欲しい。

5
・地域との関わりを強く取って欲しい。
・地域は少子高齢化の為、活動が低下しつつあり、出来るだけ、地域に
活力を与える様努めて欲しい。

6

・事業実施にあたっては、害獣対策を万全にすること。
・建設候補地では、近年、イノシシ、シカ、ハクビシンの害獣やカラス等
が多数発生しているので、フェンスをしっかり設置し、残飯等の処理を
しっかりして、害獣が寄って来ない様にすること。

・通例の対応として、整備する敷地はフェンスで囲うものと考えていま
す。
・給食の食べ残しは、現在、学校からセンターへ持ち込み調理段階で
生じた残さと合わせてその日のうちに処分業者に引き渡す対応をして
おり、新センター供用開始後においても同様となると考えています。
・これらにより害獣対策を取れるものと考えています。

7
・新給食センターからの排水の量や匂い等に十分注意していただきた
い。

・給食センターの廃水は、現在、敷地内の廃水処理施設において、汚
泥の除去など必要程度きれいにした上で排水量を調整しながら放水し
ており、新センターにおいても同様の対応となると考えています。
・整備にあたっては、専門的な知見を踏まえた対応となれるよう、関係
部署と協議をして進めます。

8
・里山としてオオムラサキ（国蝶）の育成の為に整備していただきたい。
・現在のオオムラサキの適木のエゾエノキ他の移設や、集束等を考え
ていただきたい。

・美保野小中学校跡地は、閉校後、校舎や体育館、校庭部分は地域住
民の活動拠点として利用されていることから、それ以外で整備用地を
確保することとした結果、里山と呼ばれる部分(整備基本計画素案 14
頁図4-1の斜線部分)に必要最小限の広さを確保して整備することとな
りました。
・ただし、里山の全てが整備用地となるのではなく、里山の一部である
校庭周辺の林はそのまま残す予定です。
・来年度において、整備予定地の伐採伐根作業を行いたいと考えてい
ますが、オオムラサキの適木の移植等については今後検討します。

9
・将来、児童生徒数の減少を見据えて、幼稚園や福祉施設等へ給食を
提供出来るように考えてはどうか。（障がい者や高齢者施設を含む）

・整備基本計画の事業計画で示した新給食センターの規模は6000食と
なっており、これは今後の児童生徒数の減少を考慮した上で効率的な
調理に必要とされる調理機器等の余裕食数10％程度見込んだ必要最
小限での設定です。
・また、将来的に児童生徒数は減少する見通しがあるものの、給食セン
ター施設も設備の経年劣化により供給能力が逓減することが一般的で
あり、現段階で、将来的に他へ提供できる程の余力が生じるかははっ
きりとは見込めないと考えています。
・以上のことから、他へ提供する供給能力を確保するとなれば、より規
模の大きい給食センターの整備や将来的な設備の更新などが必要と
なり、多額の費用がかかります。
・また、整備に係ること以外にも、提供する給食の内容や配送手段など
運営面でも様々な課題が想定されます。
・よって、経費以外にも様々な課題が見込まれる中において、他への給
食提供を想定した施設として整備することはできないと考えます。

・新給食センターに関することは、整備中も開業後も学校教育課が窓
口と考えており、地域住民と向き合いながら進めていきます。
・新給食センターに関すること以外は、内容により適切な担当部署へ取
り次ぐこととなります。


